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新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
制
定
以
来
、
四
次
に
わ
た

る
特
別
措
置
法
の
制
定
に
よ
り
、
総
合
的
な
過
疎
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境

の
整
備
や
産
業
の
振
興
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
多
く
の
集
落
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
、
ま
た
、
森
林
管
理
の
放
置
に
よ
る

森
林
の
荒
廃
や
度
重
な
る
豪
雨
・
地
震
等
の
発
生
に
よ
る
林
地
崩
壊
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

過
疎
地
域
は
、
我
が
国
の
国
土
の
過
半
を
占
め
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
有
す
る
ふ
る
さ
と
の
地

域
で
あ
り
、
ま
た
、
都
市
に
対
す
る
食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
と
い
や

し
の
場
を
提
供
、
災
害
の
防
止
、
森
林
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な
多
面
的
・
公
益
的
機
能
は
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
そ
れ
は

過
疎
地
域
の
住
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
は
令
和
三
年
三
月
末
を
も
っ
て
失
効
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
過
疎
地
域
に
対
し
て
総
合
的
か
つ
積
極
的
な
支
援
を
充
実
・
強
化
し
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く

政
策
を
確
立
・
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
過
疎
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
現
行
の
過
疎
対
策
を
充
実
強
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
技
術
革
新
等
に

よ
る
新
た
な
過
疎
対
策
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。右

、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
元
年
十
月
三
日
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